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は
じ
め
に
―
課
題
の
設
定
　
本
論
文
は
、
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
＊
。
　
二
一
世
紀
に
入
り
、
少
子
・
高
齢
化
や
経
済
・
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
に
、
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
①
入
管
法
政
策
の
観
点
か
ら
の
も
の
と
、
②
労
働
法
政
策
の
観
点
か
ら
の
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
双
方
の
観
点
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
入
管
法
政
 
と
労
働
法
政
策
の
交
錯
と
い
う
観
点
か
ら
、
ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
、
日
本
法
の
状
況
を
概
観
し
、
問
題
の
所
在
を
示
し
た
う
え
、
第
二
章
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
法
と
の
比
較
法
的
検
討
を
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
第
三
章
に
お
い
て
、
今
後
の
日
本
に
お
け
る
法
政
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
（
１
）策
第
一
章
　
日
本
法
の
状
況
第
一
節
　
入
管
法
第
一
項
　
入
管
法
の
概
略
一
　
歴
史
　
わ
が
国
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
法
律
は
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
一
〇
月
に
政
令
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
「
出
入
国
管
理
令
」
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
同
令
は
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
の
勧
告
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
法
を
参
考
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ 
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
の
平
和
条
約
の
発
効
と
と
も
に
、
そ
の
ま
ま
法
律
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
わ
が
国
の
難
民
条
約
批
准
に
伴
い
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
に
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」（
以
下
、「
入
管
法
」）
と
な
っ
て
い
る
。 （２
）り
四
三
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
（
早
川
）
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
―
―
　入
管
法
政
策
と
労
働
法
政
策
の
交
錯
　―
―
（
一
）
早
　
川
　
智
津
子
論
　
説
二
　
現
行
入
管
法
に
お
け
る
在
留
資
格
制
度
　
国
際
慣
習
法
上
、
外
国
人
の
入
国
を
認
め
る
か
否
か
は
、
国
家
の
主
権
に
属
し
、
そ
の
国
家
の
自
由
裁
量
に
任
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
 
。
ま
た
、
外
国
人
の
在
留
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
通
説
・
判
例
は
、
在
留
の
権
利
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
お
り
（
マ
ク
リ
ー
ン
事
件
最
高
裁
判 
）、
入
管
法
で
は
、
外
国
人
は
原
則
と
し
て
下
記
の
在
留
資
格
を
有
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
わ
が
国
へ
の
入
国
・
在
留
が
認
め
ら
れ
（
入
管
法
二
条
の
二
）、
ま
た
、
更
新
の
許
可
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
許
可
さ
れ
た
在
留
期
間
を
超
え
て
在
留
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
同
二
一
条
）。
さ
ら
に
、
そ
の
在
留
資
格
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
な
い
収
入
や
報
酬
を
得
る
活
動
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
同
一
九
条
）。
　
以
上
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
入
管
法
に
お
い
て
、
外
国
人
の
入
国
・
滞
在
に
関
す
る
基
本
的
な
概
念
は
、
在
留
資
格
で
あ
る
。
在
留
資
格
と
は
、「
外
国
人
が
日
本
に
在
留
す
る
間
、
一
定
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
資
格
あ
る
い
は
外
国
人
が
一
定
の
身
分
ま
た
は
地
位
に
基
づ
い
て
日
本
に
在
留
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
的
資
格
」
の
こ
と
を
い 
。
こ
の
よ
う
に
、
予
め
入
国
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
の
国
内
で
の
活
動
を
在
留
資
格
に
よ
っ
て
定
め
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
移
民
法
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
入
管
法
に
定
め
ら
れ
た
在
留
資
格
は
、
現
在
二
七
あ
る
（
入
管
法
別
表
第
一
お
よ
び
第 
）。
そ
の
内
、
ま
ず
、「
永
住
者
」、「
日
本
人
の
配
（
３
）る
（
４
）決
（
５
）う
（
６
）二
偶
者
等
」、「
永
住
者
の
配
偶
者
等
」、「
定
住
者
」
の
資
格
を
持
つ
者
は
、
日
本
国
内
で
の
活
動
に
つ
い
て
制
限
は
な
い
こ
と
か
ら
、
職
種
等
の
制
限
な
く
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
系
人
労
働
者
が
、
単
純
労
働
者
を
受
け
入
れ
な
い
政
策
を
と
る
わ
が
国
で
単
純
労
働
に
従
事
で
き
る
の
は
、「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
や
「
定
住
者
」
の
資
格
で
入
国
・
滞
在
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
　
こ
れ
以
外
の
外
国
人
の
場
合
、
就
労
が
許
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
外
交
」、「
公
用
」
な
ど
と
い
っ
た
公
共
性
の
高
い
在
留
資
格
と
、「
投
資
・
経
営
」、「
医
療
」、「
研
究
」、「
教
育
」、「
技
術
」、「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」、「
興
行
」、「
技 
」
な
ど
専
門
性
が
高
い
と
さ
れ
る
在
留
資
格
に
限
定
さ
れ
て
い 
。
　
他
方
、「
短
期
滞
在
」、「
留
学
」、「
研
修
」
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
日
本
で
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
資
格
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い 
。
　
こ
こ
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
入
管
法
は
、
一
定
の
専
門
的
技
術
的
経
験
を
有
す
る
者
に
の
み
就
労
を
目
的
と
す
る
在
留
資
格
を
与
え
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
単
純
労
働
を
目
的
と
す
る
在
留
資
格
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
　
な
お
、
在
留
資
格
「
研
修
」
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
う
え
で
、
実
務
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
労
働
を
内
容
と
す
る
も
の
で
は
な 
。
他
方
、
研
修
終
了
後
、
技
能
の
さ
ら
な
る
習
熟
を
目
的
に
行
わ
れ
る
技
能
実
習
は
、
研
修
を
行
っ
た
企
業
と
の
雇
用
関
係
の
も
と
で
行
わ
れ 
。
（
７
）能
（
８
）る
（
９
）る
（
　
）
１０い
（
　
）
１１る
四
四
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
　
上
記
の
在
留
資
格
に
は
、
在
留
資
格
に
応
じ
て
在
留
で
き
る
期
間
（
在
留
期
間
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
入
管
法
二
条
の
二
第
三
項
、
同
法
施
行
規
則
三
条
お
よ
び
同
別
表
第
二
）。
在
留
に
期
限
の
な
い
「
永
住
者
」
や
、
任
期
中
は
在
留
が
認
め
ら
れ
る
「
外
交
」
お
よ
び
「
公
用
」
以
外
の
在
留
資
格
の
在
留
期
間
は
、
一
部
の
特
例
を
除 
、
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
同
法
二
条
の
二
第
三
項
）。
（
一
）
基
準
省
令
　
在
留
資
格
の
う
ち
、
一
部
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
入
国
（
入
管
法
上
は
「
上 
」）
の
許
可
基
準
が
、
法
務
省
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
（「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省 
」（
以
下
、「
基
準
省
 
」））。
　
基
準
省
令
が
適
用
に
な
る
の
は
、
一
〇
種
類
の
在
留
資
格
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
き
具
体
的
な
許
可
基
準
を
基
準
省
令
で
定
め
る
の
は
「
変
化
す
る
国
内
、
国
外
の
社
会
、
経
済
事
情
に
よ
り
、
わ
が
国
の
産
業
、
国
民
生
活
に
悪
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
す
る
た 
」
と
さ
れ
る
。
　
基
準
省
令
の
内
容
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
在
留
資
格
に
よ
り
異
な
る
が
、
そ
の
う
ち
就
労
可
能
な
在
留
資
格
に
お
い
て
は
、
概
ね
共
通
し
て
「
日
本
人
が
従
事
す
る
場
合
に
受
け
る
報
酬
と
同
等
額
以
上
の
報
酬
を
受
け
る
こ
と
」
と
い
う
収
入
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い 
。
（
　
）
１２き
（
　
）
１３陸
（
　
）
１４令
（
　
）
１５令
（
　
）
１６め
（
　
）
１７る
三
　
不
法
滞
在
外
国
人
　
外
国
人
が
、
わ
が
国
に
適
法
に
滞
在
す
る
た
め
に
は
、
入
管
法
上
の
在
留
資
格
に
つ
い
て
の
要
件
を
満
た
し
、
有
効
な
在
留
資
格
を
持
ち
、
当
該
在
留
資
格
で
認
め
ら
れ
る
範
囲
の
活
動
を
行
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
現
在
わ
が
国
に
不
法
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
は
、
推
計
二
二
万
人
と
い
わ
れ 
。
以
下
、
不
法
滞
在
外
国
人
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
不
法
就
労
者
に
係
る
諸
制
度
を
概
観
し
て
お
く
。
（
一
）
不
法
就
労
者
　
入
管
法
に
反
し
て
、
正
式
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
た
な
い
で
入
国
（
不
法
入
国
、
入
管
法
二
四
条
一
号
、
七
〇
条
一
項
一
号
）
し
た
り
、
入
国
審
査
官
か
ら
上
陸
許
可
を
受
け
ず
に
上
陸
し
た
り
（
不
法
上
陸
、
同
二
四
条
二
号
、
七
〇
条
一
項
二
号
）、
在
留
期
間
を
超
過
し
て
滞
在
し
た
（
不
法
残
留
、
同
二
四
条
四
号
ロ
、
六
号
、
六
号
の
二
、
七
号
、
七
〇
条
一
項
五
号
）
者
な
ど
（
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
不
法
滞
在
外
国
人
と
呼
ぶ
。）
は
、
退
去
強
制
（
同
二
四
条
）
お
よ
び
刑
罰
（
同
七
〇
条
）
の
対
象
と
な
る
。
以
上
の
よ
う
な
不
法
滞
在
外
国
人
は
、
就
労
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
許
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
ま
た
、
在
留
資
格
の
枠
外
で
の
就
労
活
動
を
、
許
可
を
得
ず
に
行
う
こ
と
も
入
管
法
上
禁
じ
ら
れ
て
い
る
（
同
七
三
条
）。
そ
の
よ
う
な
枠
外
で
の
就
労
活
動
が
「
専
ら
」
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
「
明
ら
か
」
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
刑
罰
の
対
象
と
な
る
ほ
か
、
退
去
強
制
の
対
象
と
（
　
）
１８る
四
五
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
（
早
川
）
も
な
る
（
資
格
外
活
動
、
同
二
四
条
四
号
イ
、
七
〇
条
一
項
四
号
）。
（
二
）
在
留
特
別
許
可
　
在
留
特
別
許
可
は
、
退
去
強
制
さ
れ
る
べ
き
事
由
が
認
め
ら
れ
る
が
、
法
務
大
臣
が
特
別
な
事
情
を
勘
案
し
て
そ
の
裁
量
に
よ
り
在
留
の
許
可
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
（
入
管
法
五
〇
条
、
六
一
条
の
二
の
八
）。
在
留
特
別
許
可
に
よ
っ
て
、
当
該
外
国
人
の
在
留
資
格
お
よ
び
在
留
期
間
等
が
決
め
ら
れ
る 
、
同
許
可
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
退
去
強
制
処
分
が
な
さ
れ
る
。
（
三
）
制
裁
　
上
述
の
と
お
り
、
不
法
就
労
者
は
、
不
法
入
国
や
不
法
上
陸
、
不
法
残
留
、
資
格
外
就
労
な
ど
の
入
管
法
違
反
を
理
由
に
、
行
政
処
分
で
あ
る
退
去
強
制
の
対
象
と
な
る
ほ
か
（
入
管
法
二
四
条
。
手
続
き
に
つ
い
て
同
二
七
条
～
五
五
条
）、
刑
罰
と
し
て
、
三
年
以
下
の
懲
役
・
禁
錮
、
三
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
（
同
七
〇
条
）。
　
ま
た
、
不
法
就
労
者
を
雇
用
し
、
支
配
下
に
置 
、
ま
た
は
業
と
し
て
斡
旋
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
不
法
就
労
助
長
罪
が
成
立
し
、
現
行
法
の
も
と
で
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
、
三
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
て
い
る
（
七
三
条
の
二
第
一 
）。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
改
正
に
お
い
て
、
新
た
に
出
国
命
令
制
度
を
設
け
、
自
ら
出
頭
す
る
な
ど
一
定
要
件
を
満
た
し
た
不
法
残
留
者
に
つ
い
て
は
退
去
強
（
　
）
１９が
（
　
）
２０き
（
　
）
２１項
制
に
よ
ら
ず
、
任
意
出
国
で
き
る
よ
う
に
し
た
（
二
四
条
の 
）。
四
　
入
管
法
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
へ
の
対
応
　
各
国
の
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
政
策
は
、
大
別
し
て
、
①
外
国
人
労
働
者
を
移
民
と
し
て
受
け
入
れ
る
か
、
一
時
的
な
受
入
れ
に
と
ど
ま
る
か
、
②
い
か
な
る
範
囲
の
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
か
、
と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
単
純
労
働
（
不
熟
練
労
働
）
を
目
的
と
す
る
外
国
人
の
受
入
れ
を
認
め
る
か
ど
う
か
、
③
入
国
・
滞
在
と
そ
の
後
の
就
労
に
つ
い
て
別
々
に
管
理
す
る
二
元
管
理
方
式
を
と
る 
、
統
一
的
な
一
元
管
理
方
式
を
と
る
か
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
管
理
を
い
か
な
る
行
政
機
関
が
実
施
し
て
い
る
か
、
④
外
国
人
労
働
者
の
国
内
へ
の
流
入
に
よ
る
労
働
市
場
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
、
と
い
う
四
つ
の
観
点
か
ら
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
そ
こ
で
、
わ
が
国
の
入
管
法
制
の
基
本
枠
組
み
を
述
べ
る
と
、
上
記
①
に
つ
い
て
は
、
入
国
当
初
か
ら
「
永
住
者
」
の
在
留
資
格
を
付
与
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
わ
が
国
は
移
民
の
受
入
れ
政
策
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な 
。
次
に
②
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
在
の
入
管
法
の
在
留
資
格
制
度
の
も
と
で
は
、
単
純
労
働
を
目
的
と
す
る
在
留
資
格
は
基
本
的
に
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
専
門
的
技
術
的
分
野
の
外
国
人
の
み
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
③
に
つ
い
て
み
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
在
留
資
格
制
度
は
、
入
国
・
滞
在
管
理
と
就
労
管
理
を
区
別
す
る
も
の
で
は
な
く
、
わ
が
国
で
は
一
元
管
理
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
と
い
え
（
　
）
２２二
（
　
）
２３か
（
　
）
２４る
四
六
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
管
理
は
、
法
務
省
入
国
管
理
局
に
よ
っ
て
一
元
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
④
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
は
移
民
を
受
け
入
れ
ず
、
一
時
的
受
入
れ
に
つ
い
て
も
単
純
労
働
を
内
容
と
す
る
在
留
資
格
を
認
め
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
外
国
人
労
働
者
が
労
働
市
場
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
こ
れ
を
考
慮
す
る
制
度
的
枠
組
み
を
持
た
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
上
記
基
準
省
令
に
お
い
て
、「
日
本
人
と
同
等
額
以
上
の
報
酬
」
を
要
件
と
す
る
も
の
が
あ
る
な
ど
、
一
部
労
働
市
場
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
視
点
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
二
項
　
課
題
―
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
を
め
ぐ
る
状
況
一
　
一
九
八
〇
年
代
～
一
九
九
〇
年
代
初
の
議
論
と
対
応
　
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
初
の
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
期
の
人
手
不
足
を
背
景
に
、
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
問
題
を
め
ぐ
り
、「
開
国
」
か
「
鎖
国
」
か
で
議
論
が
盛
り
上
が
っ 
。
す
な
わ
ち
、
労
働
力
不
足
解
消
の
た
め
に
人
手
不
足
分
野
で
の
外
国
人
受
入
れ
を
積
極
的
に
認
め
よ
う
と
す
る
「
開
国
論
」
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
「
鎖
国 
」
と
の
間
で
意
見
の
対
立
が
見
ら
れ
た
。
　
そ
の
中
で
、
労
働
省
（
当
時
）
か
ら
、
資
格
制
度
が
存
在
す
る
職
業
や
高
度
な
判
断
を
伴
う
事
務
系
職
業
に
つ
い
て
、
在
留
資
格
を
拡
大
す
べ
き
と
す
る
一
方
、
雇
用
許
可
制
度
に
よ
り
、
労
働
条
件
等
労
働
面
（
　
）
２５た
（
　
）
２６論
や
、
労
働
力
需
給
と
い
う
観
点
か
ら
雇
用
主
お
よ
び
労
働
者
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
の
提
案
が
な
さ
れ 
。
雇
用
許
可
は
労
働
大
臣
が
事
業
主
（
雇
用
主
）
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
許
可
に
よ
っ
て
受
入
れ
が
可
能
な
の
は
、
国
内
で
確
保
が
困
難
な
相
当
程
度
以
上
の
専
門
的
・
技
術
的
ま
た
は
管
理
的
職
業
な
ど
と 
。
　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
雇
用
許
可
制
度
の
導
入
は
、
外
国
人
の
雇
用
機
会
を
著
し
く
制
限
し
、
特
別
永
住
者
へ
の
差
別
を
招
く
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
在
日
外
国
人
団
体
の
反
発
を
招
い
た
ほ
か
、
法
務
省
入
国
管
理
局
と
の
二
重
の
管
理
を
強
い
る
等
の
反
発
が
あ 
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
。
　
そ
の
後
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に
入
管
法
改
正
（
翌
年
施
行
）
が
な
さ
れ
た
。
同
改
正
に
お
け
る
入
管
政
策
の
特
徴
と
し
て
は
、
単
純
労
働
者
受
入
れ
を
行
わ
な
い
と
い
う
従
来
の
政
策
を
堅
持
し
つ
つ
、
専
門
的
技
術
的
分
野
の
外
国
人
の
受
入
れ
を
促
進
す
る
と
と
も 
、
①
日
系
人
の
受
入
れ
の
促
進
、
②
外
国
人
研
修
制
度
の
拡
充
、
③
前
述
し
た
不
法
就
労
助
長
罪
の
創
設
を
通
じ
た
不
法
就
労
対
策
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
に
よ
っ
て
、
就
労
に
制
限
の
な
い
在
留
資
格
で
日
系
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
通
じ
、
単
純
労
働
分
野
で
の
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
団
体
等
を
通
じ
、
海
外
に
拠
点
を
持
た
な
い
中
小
企
業
で
も
外
国
人
研
修
生
の
受
入
れ
が
可
能
と
な 
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
は
、
前
述
の
技
能
実
習
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
（
　
）
２７た
（
　
） （ 
　
）
２８
２９
し
た
（
　
）
３０り
（
　
）
３１に
（
　
）
３２り
四
七
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
（
早
川
）
　
そ
の
後
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
が
起
こ
り
、
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
が
進
む
な
か
人
手
不
足
問
題
が
下
火
と
な
る
と
と
も
に
、
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
の
議
論
は
い
っ
た
ん
関
心
が
薄
れ
た
か
に
み
え
た
。
二
　
最
近
の
議
論
　
し
か
し
、
二
一
世
紀
に
入
り
、
社
会
・
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
を
背
景
に
、
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
を
め
ぐ
り
、
新
た
な
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
①
各
国
で
争
奪
競
争
が
起
こ
っ
て
い
る
高
度
人
材
の
受
入
れ
促
進
、
②
看
護
・
介
護
な
ど
労
働
力
不
足
分
野
で
の
受
入
れ
拡
大
、
③
移
民
受
入
れ
を
含
む
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
人
口
減
少
対
策
を
、
今
日
の
議
論
の
特
色
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き 
。
そ
の
中
で
、
移
民
受
入
れ
の
議
論
も
話
題
に
上
っ
た 
、
少
子
・
高
齢
化
の
人
口
減
少
分
を
外
国
人
の
受
入
れ
の
み
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
な 
と
の
見
解
が
よ
り
主
流
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
は
、
人
口
対
策
と
し
て
よ
り
は
、
労
働
市
場
の
需
給
調
整
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い 
。
　
そ
の
中
で
、
外
務
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
海
外
交
流
審
議
会
が
、
答
申
「
変
化
す
る
世
界
に
お
け
る
領
事
改
革
と
外
国
人
問
題
へ
の
新
た
な
取
組
み
」（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
を
公
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
の
今
後
の
あ
り
方
と
し
て
、
単
純
労
働
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
国
民
的
合
意
の
形
成
を
図
る
こ
と
や
、
経
済
連
携
交
渉
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
交 
）
を
通
じ
た
看
護
師
、
介
護
士
受
入
れ
体
制
の
整
備
な
（
　
）
３３る
（
　
）
３４が
（
　
）
３５い
（
　
）
３６る
（
　
）
３７渉
ど
、
在
留
資
格
の
見
直
し
も
含
め
た
新
た
な
専
門
的
、
技
術
的
分
野
で
の
受
入
れ
の
提
言
が
な
さ
れ 
。
　
さ
ら
に
、
経
済
界
か
ら
も
盛
ん
に
提
言
が
な
さ
れ
て
お
り
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
は
、「
外
国
人
受
け
入
れ
問
題
に
関
す
る
提
言
」（
二
〇
〇
四
年
四
月
）
を
発
表
し
た
。
同
報
告
は
、「
外
国
人
受
け
入
れ
に
関
す
る
基
本
法
」
お
よ
び
「
外
国
人
雇
用
法
」
を
制
定
す
る
こ
と
、
同
法
に
お
い
て
、
不
法
就
労
対
策
と
し
て
雇
用
主
に
外
国
人
を
雇
入
れ
る
際
、
在
留
資
格
を
確
認
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
 
。
ま
た
、
介
護
・
看
護
な
ど
労
働
力
不
足
分
野
で
の
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
が
必
要
と
な
る
と
し
、
在
留
資
格
の
見
直
し
・
労
働
市
場
テ
ス
ト
等
を
実
施
し
、
二
国
間
協
定
の
締
結
を
通
じ
て
、
秩
序
あ
る
受
入
れ
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
べ
き
と
提
言
し
て
い
る
。
　
最
近
で
は
、
規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
が
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
の
第
二
次
答
申
に
お
い
て
、
外
国
人
の
受
入
れ
政
策
と
社
会
的
統
合
政
策
と
を
基
軸
と
す
る
方
向
性
で
、
入
国
後
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
、
研
修
・
技
能
実
習
に
係
る
法
令
の
整
備
な
ど
の
検
討
課
題
を
示
し
て
い 
。
　
他
方
、
こ
の
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
外
国
人
労
働
者
は
、
当
初
は
短
期
的
な
滞
在
（「
出
稼
ぎ
」）
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
今
日
、
日
系
人
を
中
心
と
し
て
定
住
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
現
在
、
日
系
人
の
問
題
と
し
て
、
間
接
雇
用
が
多
く
、
雇
用
管
理
面
で
の
問
題
や
、
社
会
保
険
未
加
入
の
問
題
が
あ
り
、
子
弟
の
未
就
学
の
問
題
、
地
域
社
会
と
の
統
合
の
（
　
）
３８た
（
　
）
３９る
（
　
）
４０る
四
八
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い 
。
不
法
就
労
者
に
つ
い
て
も
、
長
期
化
・
定
住
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い 
。
こ
う
し
た
外
国
人
の
定
住
化
に
伴
う
諸
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、
社
会
統
合
が
課
題
と
の
議
論
も
な
さ
れ
て
い 
。
三
　
小
括
と
検
討
　
以
上
、
わ
が
国
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
を
め
ぐ
る
状
況
を
み
て
き
た
が
、
以
下
で
は
、
そ
の
中
で
議
論
さ
れ
た
内
容
を
ま
と
め
、
検
討
す
べ
き
課
題
を
探
る
こ
と
と
す
る
。
（
一
）
単
純
労
働
者
受
入
れ
の
可
否
が
中
心
　
こ
れ
ま
で
の
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
の
議
論
の
第
一
の
特
徴
と
し
て
、
単
純
労
働
者
の
受
入
れ
の
可
否
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
と
も
に
、
十
分
な
議
論
が
尽
く
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。
　
も
っ
と
も
、
最
近
で
は
、
上
記
の
と
お
り
、
少
子
・
高
齢
化
を
背
景
に
、
分
野
毎
に
一
定
限
度
内
で
秩
序
あ
る
導
入
を
検
討
す
る
議
論
（
前
述
「
海
外
交
流
審
議
会
答
申
」）
や
、
産
業
分
野
や
日
本
語
能
力
な
ど
の
受
入
れ
要
件
を
検
討
す
る
ほ
か
、
わ
が
国
の
産
業
・
国
民
生
活
に
与
え
る
影
響
を
勘
案
し
つ
つ
、「
専
門
的
、
技
術
的
分
野
に
該
当
す
る
と
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
分
野
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
に
つ
い
て
着
実
に
検
討
し
て
い
く
」
と
の
方
針
が
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
（
　
）
４１る（
　
）
４２る
（
　
）
４３る
（「
第
三
次
出
入
国
管
理
基
本
計
画
」（
二
〇
〇
五
年
三
月
））。
他
方
、
高
度
人
材
の
受
入
れ
を
促
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
概
ね
意
見
の
一
致
を
み
て
い
る
（
同
上
）。
（
二
）
労
働
市
場
政
策
に
対
す
る
意
識
の
不
十
分
さ
　
次
に
、
第
二
の
特
徴
と
し
て
、
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
の
議
論
の
な
か
で
、
労
働
市
場
政
策
に
対
す
る
意
識
の
不
十
分
さ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
労
働
法
学
の
立
場
か
ら
、
今
後
の
外
国
人
受
入
れ
に
お
い
て
、
国
内
の
労
働
力
需
給
状
況
を
出
入
国
管
理
に
反
映
さ
せ
る
制
度
の
設
定
が
必
要
で
あ
る
と
の
提 
や
、
労
働
力
移
動
の
国
際
化
を
背
景
に
、
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
を
規
定
す
る
入
管
法
は
雇
用
政
策
法
の
一
分
野
で
あ
る
と
の
指 
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
詳
細
な
検
討
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
　
ま
た
、
労
働
市
場
を
考
慮
し
た
ス
キ
ー
ム
の
提
言
は
、
前
述
の
「
第
三
次
出
入
国
管
理
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
単
純
労
働
者
の
受
入
れ
の
可
否
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
国
内
労
働
力
市
場
に
与
え
る
影
響
を
勘
案
す
る
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
具
体
的
で
は
な
く
、
こ
の
点
で
の
検
討
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
第
二
節
　
労
働
法
第
一
項
　
外
国
人
を
め
ぐ
る
労
働
法
制
の
現
状
　
こ
こ
で
は
、
主
に
外
国
人
労
働
者
の
入
管
法
上
の
地
位
（
在
留
資
（
　
）
４４言
（
　
）
４５摘
四
九
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
（
早
川
）
格
）
と
労
働
法
上
の
地
位
と
の
相
互
関
係
に
着
目
し
て
わ
が
国
の
現
状
を
紹
介
す
る
。
一
　
外
国
人
労
働
者
と
労
働
法
（
一
）
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
労
働
法
の
適
用
　
労
働
法
制
に
お
け
る
外
国
人
労
働 
の
位
置
付
け
に
目
を
転
じ
る
と
、
入
管
法
上
の
在
留
資
格
の
枠
内
で
あ
れ
ば
、
外
国
人
の
就
労
に
対
し
、
労
働
法
上
の
就
労
制
限
は
設
け
ら
れ
て
は
い
な 
。
む
し
ろ
、
労
働
基
準
法
（
以
下
、「
労
基
法
」）
三
条
が
国
籍
に
基
づ
く
差
別
を
禁 
す
る
な
ど
、
外
国
人
労
働
者
に
対
し
て
は
、
日
本
人
と
平
等
の
取
扱
い
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
わ
が
国
の
労
働
法
は
、
一
般
的
に
外
国
人
に
対
し
て
も
国
籍
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
他
方
、
契
約
や
不
法
行
為
の
よ
う
な
私
法
に
関
わ
る
ル
ー
ル
は
、
準
拠
法
選
択
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適
用
さ
れ
る
が
、
日
本
で
就
労
す
る
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
日
本
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
考
え
う 
。
　
他
方
、
外
国
人
の
就
労
を
適
正
化
す
る
見
地
か
ら
、
外
国
人
労
働
者
の
た
め
の
行
政
上
の
措
置
が
採
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
・
労
働
条
件
に
関
す
る
指 
」
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
適
正
な
労
働
条
件
確
保
の
た
め
、
賃
金
、
労
働
時
間
等
主
要
な
労
働
条
件
に
つ
い
て
、「
当
該
外
国
人
労
働
者
が
理
解
で
き
る
よ
う
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
を
交
付
す
る
」
こ
と
（
指
（
　
）
４６者
（
　
）
４７い
（
　
）
４８止
（
　
）
４９る
（
　
）
５０針
針
第
三
、
二
（
一
）
イ
）
な
ど
の
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
。
本
指
針
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
強
制
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
上
記
の
平
等
取
扱
い
を
実
質
化
さ
せ
る
た
め
の
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
（
二
）
入
管
法
と
労
働
法
　
以
下
、
外
国
人
労
働
者
に
つ
き
、
入
管
法
上
の
地
位
と
労
働
法
上
の
取
扱
い
が
関
連
性
を
持
ち
う
る
事
案
に
関
す
る
裁
判
例
等
の
傾
向
を
追
っ
て
み
た
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
わ
が
国
の
裁
判
例
は
、
そ
も
そ
も
数
が
多
く
な
い
上
に
、
両
者
の
関
連
性
に
つ
い
て
意
識
的
に
判
断
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
現
状
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
傾
向
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ 
。
　
ま
ず
、
①
入
管
法
上
の
在
留
期
間
と
の
関
係
で
問
題
と
な
り
う
る
労
働
契
約
期
間
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
事
実
認
定
の
問
題
で
あ
る
が
、
在
留
資
格
の
許
可
日
や
在
留
期
間
を
意
識
し
た
判
断
を
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
事
件
決 
は
、
四
回
の
更
新
後
の
雇
止
め
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
、
雇
用
継
続
の
合
理
的
な
期
待
を
否
定
す
る
根
拠
の
一
つ
に
、
在
留
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
へ
の
転
化
を
認
め
な
か
っ
た
。
同
決
定
は
、
在
留
期
間
の
存
在
を
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
と
み
る
根
拠
と
し
た
も
の
と
い
え 
。
　
次
に
、
②
入
管
法
と
労
働
契
約
関
係
の
当
事
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
滋
野
鐵
工
事
件
判 
は
、
入
管
法
の
手
続
き
上
の
「
受
入
れ
企
業
」
と
（
　
）
５１う
（
　
）
５２定
（
　
）
５３る
（
　
）
５４決
五
〇
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
技
能
実
習
生
で
あ
る
原
告
と
の
間
の
雇
用
契
約
の
存
在
を
認
め
る
形
で
、
入
管
法
上
の
扱
い
に
一
応
の
配
慮
を
示
し
つ
つ
も
、
安
全
配
慮
義
務
を
負
う
主
体
を
判
断
す
る
に
際
し
、「
受
入
れ
企
業
」
で
は
な
く
、
実
際
に
就
労
を
し
て
い
た
企
業
が
安
全
配
慮
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
し
て
、
実
態
に
応
じ
て
労
働
契
約
法
理
を
適
用
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
③
在
留
手
続
き
の
た
め
入
管
当
局
に
提
出
し
た
書
類
が
労
働
契
約
の
内
容
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
裁
判
例
は
、
在
留
資
格
手
続
き
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
雇
用
契
約
書
を
重
視
し
な
い
傾
向
が
あ
る
。
山
口
製
糖
事 
で
は
、「
技
術
」
の
在
留
資
格
の
外
国
人
に
、
製
糖
作
業
を
行
わ
せ
、
ま
た
、
鳥
井
電
器
事
 
で
は
、「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
の
在
留
資
格
の
外
国
人
に
対
し
、
配
転
に
よ
り
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
組
立
作
業
等
を
行
わ
せ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
事
案
と
し
て
は
、
入
管
法
の
在
留
資
格
外
活
動
や
、
基
準
省
令
の
基
準
以
下
の
賃
金
や
労
働
条
件
が
問
題
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
が
労
働
契
約
の
内
容
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
き
、
裁
判
所
は
判
断
を
行
っ
て
い
な 
。
　
さ
ら
に
、
④
外
国
人
労
働
組
合
員
に
対
す
る
不
当
労
働
行
為
の
成
否
に
つ
き
、
ネ
ッ
ト
ユ
ニ
バ
ー
ス
事 
で
千
葉
地
労
委
は
、
適
法
に
就
労
す
る
外
国
人
労
働
者
に
と
っ
て
、
入
管
法
上
の
在
留
手
続
き
で
必
要
と
な
る
在
職
証
明
書
は
そ
の
地
位
を
保
証
す
る
重
要
な
書
類
と
し
、
雇
用
主
が
そ
の
交
付
を
拒
否
し
た
こ
と
は
組
合
弱
体
化
を
企
図
し
た
不
当
労
働
行
為
に
あ
た
る
と
判
断
し
た
。
同
命
令
は
、
入
管
法
に
お
け
る
手
続
（
　
）
５５件
（
　
）
５６件
（
　
）
５７い
（
　
）
５８件
き
の
重
要
性
を
不
当
労
働
行
為
の
判
断
に
結
び
つ
け
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
入
管
法
を
考
慮
し
た
労
働
法
の
適
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。
（
三
）
外
国
人
差
別
の
問
題
　
最
後
に
、
外
国
人
に
関
わ
る
労
働
法
上
の
問
題
の
う
ち
、
外
国
人
差
別
の
問
題
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
⑤
外
国
人
へ
の
雇
用
期
間
の
設
定
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
、
東
京
国
際
学
園
事
件
判 
は
、
外
国
人
教
員
と
の
間
で
、
期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
を
締
結
す
る
意
思
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
外
国
籍
ま
た
は
人
種
に
よ
る
明
ら
か
な
差
別
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
。
同
様
に
、
ジ
ヤ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
事
件
判 
も
、
外
国
人
記
者
の
期
間
の
定
め
の
あ
る
契
約
に
つ
い
て
、
期
間
の
点
で
は
日
本
人
正
社
員
と
比
べ
不
利
で
あ
っ
て
も
、
職
務
の
専
門
性
お
よ
び
賃
金
面
で
の
優
遇
を
理
由
に
差
別
に
当
た
ら
な
い
と
し
た
。
　
次
に
、
⑥
日
本
語
教
育
を
し
な
い
こ
と
が
差
別
取
扱
い
に
な
る
か
が
争
わ
れ
た
三
菱
電
機
事 
で
裁
判
所
は
、
日
本
語
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
他
の
白
人
社
員
と
原
告
と
は
採
用
形
態
が
異
な
り
、
業
務
上
も
日
本
語
能
力
が
な
く
と
も
格
別
支
障
が
生
じ
な
か
っ
た
等
の
理
由
で
差
別
取
扱
い
は
な
い
、
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
裁
判
例
は
外
国
人
労
働
者
に
つ
き
、
採
用
形
態
が
異
な
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
外
国
人
に
つ
い
て
類
型
的
に
日
本
人
と
異
な
る
取
扱
い
を
し
て
も
、
差
別
と
は
認
め
な
い
傾
向
が
あ
る
。
一
方
、
上
記
の
よ
う
に
、
行
政
（
厚
生
労
働
（
　
）
５９決
（
　
）
６０決
（
　
）
６１件
五
一
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
（
早
川
）
省
）
は
、
日
本
語
の
使
用
と
い
う
面
に
関
し
て
、「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
・
労
働
条
件
に
関
す
る
指 
」
に
お
い
て
、
日
本
語
教
育
を
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
（
同
指
針
第
三
、
五
（
二
））。
二
　
不
法
就
労
者
と
労
働
法
（
一
）
不
法
就
労
者
と
労
働
法
規
の
適
用
の
有
無
　
労
基
法
、
最
低
賃
金
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
、
労
災
保
険
法
等
の
労
働
保
護
法
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
不
法
就
労
者
で
あ
っ
て
も
原
則
適
用
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
学
説
に
お
い
て
は
、
不
法
就
労
自
体
は
、
労
働
契
約
を
無
効
に
す
る
ほ
ど
の
違
法
性
は
な
く
、
ま
た
、
労
基
法
は
、
現
実
の
就
労
に
着
目
し
て
労
働
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
に
し
て
い
る
と
し
て
、
労
基
法
の
適
用
を
認
め
て
い
る
（
労
災
保
険
法
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
 
）。
行
政
解
釈
に
お
い
て
も
、
職
業
安
定
法
、
労
働
者
派
遣
法
、
労
基
法
等
の
労
働
関
係
法
令
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
労
働
で
あ
れ
ば
、
不
法
就
労
者
に
も
適
用
が
あ
る
と
し
て
い 
 
労
働
組
合
法
に
つ
い
て
も
同
様
に
適
用
が
あ
る
と
考
え
ら
れ 
。
　
労
働
市
場
法
で
は
、
上
述
の
と
お
り
職
業
安
定
法
の
適
用
は
あ
る
も
、
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
求
職
の
内
容
が
法
令
に
違
反
す
る
場
合
は
、
申
込
み
を
受
理
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
不
法
就
労
に
つ
な
が
る
職
業
紹
介
は
行
わ
れ
な 
。
雇
用
保
険
法
は
、
原
則
と
し
て
国
籍
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る 
、
不
法
就
労
者
に
は
適
用
が
な
い
取
扱
い
が
（
　
）
６２針
（
　
）
６３る
（
　 
） （
　
）
６４
６５
い
る
。
（
　
）
６６る
（
　
）
６７い
（
　
）
６８が
な
さ
れ
て
い 
。
（
二
）
入
管
法
違
反
と
労
働
契
約
　
以
上
の
よ
う
に
不
法
就
労
者
に
労
働
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
入
管
法
上
の
違
法
性
を
労
働
法
と
し
て
ど
こ
ま
で
斟
酌
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
入
管
法
違
反
の
労
働
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
労
基
法
五
六
条
に
違
反
す
る
年
少
労
働
者
と
の
労
働
契
約
と
比
較
し
て
、
そ
の
違
法
の
程
度
は
軽
微
で
あ
り
労
働
契
約
の
無
効
を
結
果
す
る
と
は
考
え
難
い
と
指
摘
さ
れ
て
い 
。
ま
た
、
資
格
外
就
労
を
行
っ
て
い
た
外
国
人
の
損
害
賠
償
請
求
の
可
否
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
就
労
が
法
的
保
護
に
値
す
る
か
ど
う
か
は
、「
そ
の
就
労
を
制
限
す
る
入
国
管
理
に
係
る
法
令
の
立
法
趣
旨
、
違
反
行
為
に
対
す
る
社
会
倫
理
的
非
難
の
程
度
、
一
般
取
引
に
及
ぼ
す
影
響
、
当
事
者
間
の
信
義
公
平
等
諸
般
の
点
を
考
慮
し
て
決
す
る
の
が
相
当
」
と
し
た
裁
判 
が
あ
る
。
（
三
）
不
法
就
労
者
の
逸
失
利
益
　
ま
た
、
労
災
事
件
に
つ
き
不
法
就
労
者
が
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
場
合
の
逸
失
利
益
の
算
定
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
の
基
準
に
よ
る
か
、
出
国
先
国
（
母
国
）
基
準
に
よ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
憲
法
一
四
条
の
平
等
原
則
を
も
と
に
日
本
人
と
同
様
に
日
本
の
賃
金
で
算
定
す
る
べ
し
と
の
見
解
も
あ
る
が
（
高
松
高
判
平
成
三
・
六
・
二
五
判
時
一
四
〇
六
号
二
八
頁
）、
最
高
裁
は
、
以
下
の
改
進
（
　
）
６９る
（
　
）
７０る
（
　
）
７１例
五
二
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
社
事 
に
お
い
て
、
い
わ
ば
折
衷
的
な
立
場
を
と
っ
た
。
本
件
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
不
法
就
労
者
が
、
就
労
中
に
労
働
災
害
に
遭
っ
た
た
め
、
当
時
の
雇
用
主
に
対
し
、
安
全
配
慮
義
務
違
反
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
件
で
あ
る
が
、
最
高
裁
は
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
　
ま
ず
、
逸
失
利
益
は
、
相
当
程
度
の
蓋
然
性
を
も
っ
て
推
定
さ
れ
る
将
来
の
収
入
等
の
状
況
を
基
礎
に
算
定
さ
れ
る
が
、
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
が
日
本
人
か
否
か
に
よ
っ
て
異
な
ら
な
い
。
　
一
時
的
に
わ
が
国
に
滞
在
す
る
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
の
就
労
可
能
期
間
な
い
し
滞
在
可
能
期
間
は
わ
が
国
で
の
収
入
等
を
基
礎
と
し
、
そ
の
後
は
想
定
さ
れ
る
出
国
先
（
多
く
は
母
国
）
で
の
収
入
を
基
礎
と
し
て
逸
失
利
益
を
算
定
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
で
の
就
労
可
能
期
間
は
、「
来
日
目
的
、
事
故
の
時
点
に
お
け
る
本
人
の
意
思
、
在
留
資
格
の
有
無
、
在
留
資
格
の
内
容
、
在
留
期
間
、
在
留
期
間
更
新
の
実
績
及
び
蓋
然
性
、
就
労
資
格
の
有
無
、
就
労
の
態
様
等
の
事
実
的
及
び
規
範
的
な
諸
要
素
」
を
考
慮
し
て
認
定
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
不
法
残
留
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
在
留
特
別
許
可
等
に
よ
り
そ
の
滞
在
及
び
就
労
が
合
法
的
な
も
の
と
な
る
具
体
的
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
と
も
か
く
、
就
労
可
能
期
間
を
長
期
に
（
　
）
７２件
わ
た
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
件
で
は
、
事
故
後
に
勤
め
た
会
社
を
退
社
し
た
日
の
翌
日
か
ら
三
年
間
は
わ
が
国
に
お
け
る
収
入
を
、
そ
の
後
は
来
日
前
に
パ
キ
ス
タ
ン
で
得
て
い
た
収
入
を
基
礎
と
し
て
算
定
す
る
。
　
こ
の
改
進
社
事
件
判
決
は
、
逸
失
利
益
を
事
実
認
定
の
問
題
と
し
て
判
断
し
た
も
の
と
い
え
る
（
そ
れ
ゆ
え
憲
法
一
四
条
違
反
の
問
題
に
は
な
ら
な 
）。
そ
の
う
え
で
、
最
高
裁
が
逸
失
利
益
を
算
定
す
る
に
あ
た
り
、
不
法
就
労
者
に
つ
い
て
、
わ
が
国
で
の
一
定
期
間
の
滞
在
の
蓋
然
性
は
認
め
た
も
の
の
、
長
期
に
わ
た
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
こ
と
（
本
件
で
は
三
年
間
）
は
、
入
管
政
策
の
観
点
か
ら
の
規
範
的
要
素
も
考
慮
に
入
れ
た
も
の
と
い
え 
。
本
判
決
は
、
こ
れ
に
続
く
同
種
の
事
件
の
先
例
と
な
っ
て
い 
。
た
だ
し
、
本
判
決
で
は
、
考
慮
す
べ
き
「
規
範
的
な
諸
要
素
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、「
規
範
的
諸
要
素
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
学
説
に
お
い
て
混
乱
が
生
じ
て
い 
。
第
二
項
　
課
題
　
以
上
、
わ
が
国
の
外
国
人
を
め
ぐ
る
労
働
法
制
の
現
状
を
み
て
き
た
が
、
以
下
で
は
わ
が
国
の
労
働
法
上
の
課
題
を
指
摘
し
た
い
。
（
　
）
７３い
（
　
）
７４る
（
　
）
７５る（　
）
７６る
五
三
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
（
早
川
）
一
　
個
別
的
対
応
が
中
心
　
外
国
人
の
労
働
法
上
の
取
扱
い
の
問
題
と
し
て
は
、
労
基
法
三
条
の
外
国
人
差
別
の
成
否
、
不
法
就
労
者
へ
の
労
働
法
規
の
適
用
、
入
管
法
違
反
の
労
働
契
約
の
効
力
、
不
法
就
労
者
の
逸
失
利
益
な
ど
の
問
題
が
あ
る
が
、
い
ま
だ
裁
判
例
は
少
な
く
、
理
論
的
検
討
も
不
足
し
て
い
る
た
め
、
個
別
的
な
対
応
が
な
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
二
　
入
管
政
策
的
発
想
の
少
な
さ
　
ま
た
、
外
国
人
の
労
働
法
上
の
取
扱
い
を
検
討
す
る
場
合
、
一
般
に
は
入
管
政
策
的
見
地
か
ら
の
検
討
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
適
法
就
労
者
に
つ
い
て
は
、
労
基
法
三
条
で
平
等
取
扱
い
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
在
留
資
格
や
在
留
期
間
と
の
関
係
で
の
取
扱
い
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
か
、
と
い
っ
た
検
討
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
不
法
就
労
者
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
改
進
社
事
件
最
高
裁
判
決
な
ど
で
入
管
政
策
的
発
想
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
理
論
的
に
は
詰
め
ら
れ
て
い
な
い
。
第
四
節
　
検
討
の
視
点
　
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
論
文
で
は
、
筆
者
が
す
で
に
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
法
の
検
討
結
果
を
簡
単
に
紹
介
し
た
う
え 
、
日
本
に
お
け
る
法
政
策
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
具
体
的
検
討
に
入
る
に
先
立
ち
、
検
討
の
視
点
を
設
定
し
て
お
き
た
い
。
（
　
）
７７で
一
　
ア
プ
ロ
ー
チ
の
複
合
性
　
本
論
文
で
検
討
す
る
入
管
政
策
と
労
働
政
策
の
交
錯
に
つ
い
て
は
、
労
働
政
策
か
ら
の
入
管
法
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
入
管
政
策
か
ら
の
労
働
法
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
が
あ
る
。
　
ま
ず
、
労
働
政
策
か
ら
の
入
管
法
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
労
働
政
策
が
入
管
法
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
入
管
法
上
の
制
度
に
お
い
て
、
労
働
政
策
が
い
か
な
る
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
次
に
、
入
管
政
策
か
ら
の
労
働
法
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
逆
に
、
入
管
政
策
が
労
働
法
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
労
働
法
上
の
制
度
に
お
い
て
、
入
管
政
策
が
い
か
な
る
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
管
法
上
の
制
度
設
計
や
法
解
釈
等
を
行
う
に
当
た
り
、
ま
た
、
労
働
法
上
の
制
度
設
計
や
法
解
釈
等
を
行
う
に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
有
益
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
そ
こ
で
、
次
章
以
下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
を
め
ぐ
る
規
律
を
概
観
し
た
う
え
で
、
労
働
政
策
が
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
次
い
で
、
ア
メ
リ
カ
労
働
法
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
を
概
観
し
た
の
ち
、
そ
こ
で
移
民
政
策
が
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
か
に
つ
き
検
討
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
日
本
法
と
の
比
較
を
行
い
、
わ
が
国
五
四
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
に
お
け
る
制
度
設
計
や
法
解
釈
へ
の
示
唆
を
探
る
こ
と
と
す
る
。
二
　「
選
択
」
と
「
統
合
」
の
理
念
　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
検
討
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
国
家
が
外
国
人
に
つ
い
て
い
か
な
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
を
も
つ
こ
と
が
有
益
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
外
国
人
政
策
に
お
け
る
基
本
的
理
念
と
考
え
ら
れ
る
「
選
択
」
と
「
統
合
」
と
い
う
理
念
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
理
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
①
日
米
の
入
管
法
政
策
（
移
民
法
政
策
）
お
よ
び
労
働
法
政
策
の
意
義
、
機
能
お
よ
び
交
錯
状
況
を
よ
り
明
確
に
描
く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
②
ア
メ
リ
カ
法
か
ら
日
本
法
へ
の
示
唆
を
見
出
す
際
に
日
米
共
通
の
視
点
と
し
て
分
析
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
　
ま
ず
、「
選
択
」
の
理
念
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
と
お
り
国
際
慣
習
法
上
、
あ
る
外
国
人
を
入
国
さ
せ
る
か
否
か
は
、
国
家
の
自
由
裁
量
に
任
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い 
。
こ
の
点
に
関
す
る
各
国
の
「
選
択
」
の
基
準
を
決
定
す
る
の
が
移
民
法
（
わ
が
国
で
は
入
管
法
）
で
あ
る
。
こ
の
移
民
法
に
よ
り
、
基
準
に
合
致
す
る
外
国
人
の
「
受
入
れ
」
の
範
囲
が
画
定
さ
れ
、
当
該
基
準
に
反
す
る
外
国
人
が
「
排
除
」
さ
れ
る
範
囲
も
自
ず
と
決
ま
る
。
そ
の
意
味
で
は
、「
受
入
れ
」
と
「
排
除
」
は
、
移
民
法
の
「
選
択
」
の
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
見
た
も
の
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
排
除
」
は
、「
受
入
れ
」
要
件
に
適
合
し
な
い
外
国
人
は
入
国
さ
せ
な
い
と
い
う
移
民
法
な
い
し
入
管
法
の
（
　
）
７８る
政
策
理
念
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、「
排
斥
」
や
「
反
外
国
人
」
の
よ
う
な
反
移
民
感
情
な
い
し
反
外
国
人
感
情
を
表
す
も
の
で
な
い
。
　
外
国
人
政
策
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
選
択
」
の
理
念
と
同
時
に
、
以
下
に
述
べ
る
と
お
り
、
適
法
に
受
け
入
れ
た
外
国
人
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、「
統
合
」
の
理
念
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
　
す
な
わ
ち
、「
統
合
」
と
は
、
適
法
に
入
国
・
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
に
つ
き
、
自
国
民
と
基
本
的
に
同
等
の
地
位
を
与
え
、
不
当
な
差
別
を
し
な
い
こ
と
で
あ 
。
以
上
は
、
外
国
人
の
人
権
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る 
、
労
働
政
策
の
面
か
ら
も
、
適
法
に
受
け
入
れ
た
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
、「
統
合
」
の
要
請
が
働
く
。「
統
合
」
な
し
に
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
と
、
国
内
労
働
市
場
に
本
国
人
（
内
国
人
）
の
市
場
と
、
外
国
人
の
市
場
と
い
う
二
重
構
造
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
生
ず
る
。
前
者
は
、
国
内
労
働
者
の
雇
用
機
会
が
不
足
し
た
り
、
賃
金
等
の
労
働
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
後
者
は
、
外
国
人
で
あ
る
が
ゆ
え
に
雇
用
状
況
や
労
働
条
件
が
不
利
益
に
な
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
　
こ
う
し
た
「
統
合
」
の
理
念
は
、
国
際
条
約
に
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
国
際
法
上
は
、
外
国
人
に
つ
い
て
内
国
民
待
遇
と
し
て
の
内
外
人
の
平
等
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
適
法
に
入
国
・
滞
在
す
る
外
国
人
に
つ
い
て
は
自
国
民
と
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
り
「
統
合
」
を
図
る
も
の
と
い
い
う
る
。
　
そ
こ
で
ま
ず
、
一
九
四
八
年
の
「
世
界
人
権
宣
言
」
を
み
る
と
、
（
　
）
７９る
（
　
）
８０が
五
五
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
（
早
川
）
「
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、
門
地
そ
の
他
の
地
位
又
は
こ
れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差
別
も
受
け
る
こ
と
な
く
」（
二
条
）、
同
宣
言
が
掲
げ
る
権
利
と
自
由
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
一
九
六
六
年
の
「
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」（
Ａ
規 
）
も
同
様
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
外
国
人
も
、
労
働
の
権
利
は
原
則
と
し
て
保
障
の
対
象
と
な
る
が
、
入
国
管
理
法
に
よ
っ
て
滞
在
許
可
に
条
件
を
付
す
な
ど
、
一
定
の
制
約
を
設
け
る
こ
と
は
容
認
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い 
 
 
そ
の
他
、
一
九
六
五
年
の
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条 
」
は
、
同
様
の
平
等
保
障
規
定
を
置
い
て
い
る
。
　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
国
際
法
で
は
、
適
法
に
受
け
入
れ
た
外
国
人
に
対
し
て
は
、
基
本
的
に
平
等
取
扱
い
の
要
請
、
す
な
わ
ち
「
統
合
」
の
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え 
。
そ
こ
で
は
、
社
会
保
障
の
内
外
人
平
等
原
則
に
と
ど
ま
ら
ず
、
子
女
の
教
育
機
会
や
住
宅
問
題
な
ど
も
含
め
、
広
い
範
囲
の
「
統
合
」
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
活
基
盤
と
し
て
の
労
働
関
係
の
重
要
性
を
考
え
る
と
、
国
内
で
の
「
統
合
」
の
具
体
的
実
現
に
お
い
て
、
労
働
法
は
重
要
な
部
分
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
、「
選
択
」
と
「
統
合
」
の
理
念
は
抽
象
的
な
も
の
で
あ
り
、
各
国
に
お
い
て
こ
の
両
方
の
理
念
の
実
現
方
法
は
、
次
の
よ
う
に
簡
略
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、「
選
択
」
と
「
統
合
」
（
　
）
８１約
（
　
） （
　
）
８２
８３
 
い
る
。
（
　
）
８４約
（
　
）
８５る
の
理
念
の
う
ち
、
前
者
の
「
選
択
」
は
、
移
民
法
（
わ
が
国
で
は
入
管
法
）
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
移
民
法
自
体
が
外
国
人
受
入
れ
の
基
準
や
範
囲
を
定
め
て
い
る
。
他
方
、
後
者
の
「
統
合
」
に
つ
い
て
は
、
理
念
そ
の
も
の
は
外
国
人
政
策
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
具
体
的
実
現
は
他
の
法
領
域
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
本
論
文
で
取
り
扱
う
労
働
関
係
の
側
面
で
は
、
労
働
法
が
「
統
合
」
を
実
現
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
第
二
章
　
ア
メ
リ
カ
法
の
状
況
第
一
節
　
ア
メ
リ
カ
移
民
法
の
概
要
　
現
行
の
ア
メ
リ
カ
移
民 
は
、
一
九
五
二
年
移
民
及
び
国
籍
法
（Im
m
igration
and
N
ationality
A
ct
of
1
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A  
）
を
基
本
法
と
し
、
そ
の
後
数
度
の
改
正
が
あ
る
が
、
な
か
で
も
重
要
な
の
が
一
九
八
六
年
の
「
移
民
改
正
管
理
法
」（Im
m
igration
R
eform
and
C
ontrol
 
 
 
 
     
  
 
      
     
A
ct
of
1986:
IR
C
 
  
  
     
 
 
A  
）
で
あ
る
。
　
こ
の
Ｉ
Ｎ
Ａ
の
も
と
で
は
、
ビ
ザ
・
シ
ス
テ
ム
が
と
ら
れ
て
お
り
、
ビ
ザ
は
、
移
民
ビ
ザ
お
よ
び
非
移
民
ビ
ザ
に
分
か
れ
る
。
移
民
ビ
ザ
は
、
大
き
く
分
け
て
、
数
量
制
限
の
な
い
も
の
と
数
量
制
限
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
前
者
に
は
、
合
衆
国
市
民
の
直
近
の
親
族
に
与
え
ら
れ
る
ビ
ザ
が
あ
り
、
後
者
に
は
、
各
種
の
家
族
関
係
移
民
ビ
ザ
と
雇
用
関
係
移
民
ビ
ザ
、
お
よ
び
多
様
性
移
民
ビ
ザ
が
あ
る
。
以
上
の
う
ち
、
雇
用
関
係
移
民
ビ
ザ
の
大
部
分
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
み
る
労
働
証
明
制
度
（
　
）
８６法
五
六
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
と
い
う
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
第
二
節
　
ア
メ
リ
カ
移
民
法
と
労
働
政
策
　
続
い
て
、
ア
メ
リ
カ
移
民
法
と
労
働
政
策
の
関
係
に
関
し
、
移
民
法
の
①
労
働
証
明
制
度
、
お
よ
び
②
雇
用
主
処
罰
制
度
と
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
制
度
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
一
　
労
働
証
明
制
度
　
ま
ず
、
合
衆
国
の
労
働
証
明
制
度
は
、
ビ
ザ
の
発
給
に
あ
た
り
、
国
内
労
働
市
場
へ
の
影
響
を
判
断
し
た
う
え
、
悪
影
響
が
生
じ
な
い
こ
と
の
証
明
を
要
件
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
　
こ
の
労
働
証
明
制
度
は
、
一
定
範
囲
の
就
労
目
的
の
移
民
ビ
ザ
を
外
国
人
に
認
め
る
場
合
、
①
地
域
に
適
格
性
あ
る
合
衆
国
労
働
者
が
十
分
に
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
②
合
衆
国
労
働
者
の
労
働
条
件
が
不
利
に
な
ら
な
い
こ
と
、
の
二
つ
の
要
件
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
①
に
つ
い
て
は
、
雇
用
主
に
適
格
性
の
あ
る
合
衆
国
労
働
者
の
募
集
を
行
わ
せ
、
そ
の
際
、
業
務
上
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
過
度
の
制
約
を
付
す
こ
と
を
禁
止
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
支
配
的
賃
金
を
下
回
る
賃
金
で
募
集
す
る
こ
と
お
よ
び
当
該
外
国
人
を
採
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
　
手
続
き
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ビ
ザ
申
請
に
先
立
ち
、
雇
用
主
が
労
働
証
明
を
申
請
し
（
そ
の
前
提
と
し
て
、
広
告
等
に
よ
る
募
集
が
必
要
）、
労
働
長
官
に
よ
る
労
働
証
明
が
発
給
さ
れ
た
場
合
、
国
土
安
全
保
障
省
の
市
民
権
及
び
移
民
サ
ー
ビ
ス
局
（B
ureau
of
C
itizenship
and
Im
m
igratio
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に
ビ
ザ
の
申
請
を
し
て
そ
の
発
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
よ
う
な
労
働
証
明
制
度
は
、
雇
用
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
が
国
内
労
働
市
場
に
悪
影
響
を
与
え
る
か
否
か
を
判
断
基
準
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
で
同
制
度
は
、
各
国
で
実
施
し
て
い
る
労
働
市
場
テ
ス
ト
の
一
種
で
あ
る
と
い
え
る
。
従
来
、
労
働
市
場
テ
ス
ト
は
、
外
国
人
の
入
国
・
滞
在
と
就
労
と
を
別
個
に
管
理
す
る
二
元
管
理
方
式
と
結
び
つ
け
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た 
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
よ
う
な
一
元
管
理
方
式
の
も
と
で
も
、
国
内
労
働
市
場
へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
労
働
市
場
テ
ス
ト
を
実
施
し
う
る
の
で
あ
る
。
　
上
記
の
よ
う
に
広
い
意
味
で
労
働
市
場
テ
ス
ト
を
と
ら
え
る
場
合
で
も
、
労
働
市
場
テ
ス
ト
の
実
施
に
お
い
て
い
か
な
る
行
政
機
関
が
こ
れ
に
関
与
す
る
か
に
着
目
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
労
働
市
場
の
影
響
の
有
無
に
つ
い
て
、
よ
り
専
門
的
知
識
を
有
し
て
い
る
労
働
省
が
関
与
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
省
に
よ
る
労
働
証
明
を
待
っ
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
が
入
国
お
よ
び
資
格
の
変
更
の
許
可
を
出
す
と
い
う
手
続
き
が
採
ら
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
合
衆
国
の
労
働
証
明
制
度
に
お
い
て
労
働
市
場
テ
ス
ト
は
厳
格
に
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
雇
用
し
よ
う
と
す
る
地
域
で
募
集
広
告
を
行
っ
た
結
果
、
募
集
（
　
）
８７
B
C
IS
 
 
 
）
（
　
）
８８が
五
七
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
（
早
川
）
条
件
に
適
合
す
る
合
衆
国
労
働
者
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
雇
用
主
に
立
証
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
募
集
を
す
る
際
に
、
業
務
上
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
合
衆
国
労
働
者
が
不
利
に
な
る
よ
う
な
過
度
の
制
約
を
付
す
こ
と
を
禁
止
し
、
業
務
上
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
、
募
集
条
件
が
当
該
職
務
と
の
合
理
的
な
関
連
性
を
持
つ
こ
と
な
ど
の
立
証
責
任
を
雇
用
主
に
負
わ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
合
衆
国
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
に
不
利
な
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
支
配
的
賃
金
以
上
で
の
募
集
を
原
則
と
し
て
い
る
。
　
な
お
、
特
定
の
非
移
民
ビ
ザ
（H
1-B
 
  
）
の
申
請
に
際
し
て
要
求
さ
れ
る
一
時
的
労
働
証
明
制
度
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
着
眼
点
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
上
記
の
労
働
証
明
と
異
な
り
、
長
期
的
滞
在
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
一
方
、
申
請
し
た
賃
金
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
誓
約
に
よ
る
実
効
性
の
確
保
（
労
働
条
件
申
請
制
度
）
が
な
さ
れ
て
い
る
。
二
　
雇
用
主
処
罰
制
度
お
よ
び
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
制
度
　
次
に
、
ア
メ
リ
カ
移
民
法
は
、
以
下
の
雇
用
主
処
罰
制
度
を
設
け
て
い
る
。
同
制
度
は
、
一
九
八
六
年
の
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
①
不
法
就
労
者
と
知
り
つ
つ
採
用
、
募
集
、
職
業
紹
介
を
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
②
そ
う
と
知
り
つ
つ
雇
用
を
継
続
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
ま
た
、
雇
用
主
処
罰
制
度
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
雇
用
主
が
不
法
就
労
者
と
知
り
つ
つ
雇
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
③
雇
用
主
に
被
用
者
の
就
労
資
格
等
を
確
認
さ
せ
る
「
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
」
を
導
入
し
た
。
こ
の
確
認
義
務
に
従
わ
な
か
っ
た
雇
用
主
に
は
行
政
罰
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
」
も
、
不
法
就
労
者
の
雇
用
を
防
ご
う
と
す
る
雇
用
主
処
罰
制
度
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
ま
ず
、
上
記
①
お
よ
び
②
に
つ
い
て
は
、
雇
用
主
等
が
、
外
国
人
の
就
労
資
格
が
な
い
こ
と
を
「
知
り
つ
つ
」
採
用
等
を
行
っ
た
と
い
う
要
件
が
課
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
③
の
「
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
」
は
、
雇
用
主
が
、
被
用
者
が
提
示
す
る
一
定
の
書
類
に
よ
り
、
そ
の
者
の
就
労
資
格
お
よ
び
本
人
の
同
一
性
を
確
認
す
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
義
務
を
誠
実
に
履
行
す
る
こ
と
で
、
雇
用
主
は
、
不
法
就
労
者
を
そ
う
と
「
知
り
つ
つ
」
雇
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
他
方
、
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
制
度
は
、
上
記
の
雇
用
主
処
罰
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
不
法
就
労
者
で
は
な
い
の
に
外
国
人
の
よ
う
な
外
貌
の
合
衆
国
市
民
や
、
適
法
な
就
労
資
格
を
も
つ
永
住
者
等
の
雇
用
に
差
別
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
九
八
六
年
に
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
、
一
定
の
出
身
国
差
別
や
国
籍
差
別
を
禁
止
し
た
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
制
度
を
併
せ
て
創
設
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
一
定
の
範
囲
の
出
身
国
お
よ
び
国
籍
を
理
由
と
す
る
合
衆
国
労
働
者
お
よ
び
適
法
就
労
者
へ
の
採
用
、
募
集
、
職
業
紹
介
、
解
雇
に
お
け
る
差
別
を
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
と
し
て
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
五
八
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
　
そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
法
は
、
雇
用
主
に
よ
る
「
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
濫
用
」
等
を
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
に
組
み
込
ん
だ
が
、
同
規
定
の
文
言
上
、
差
別
意
図
が
要
件
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
要
否
に
つ
い
て
議
論
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
九
六
年
法
は
、
こ
れ
に
差
別
意
図
の
要
件
を
付
け
加
え
た
。
　
以
上
の
う
ち
、
出
身
国
差
別
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
（
以
下
、「
第
七
編
」）
は
一
五
人
以
上
の
被
用
者
を
雇
用
す
る
事
業
に
適
用
さ
れ
る
の
で
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
出
身
国
差
別
規
定
が
適
用
に
な
る
の
は
、
四
人
以
上
一
四
人
以
下
の
被
用
者
を
雇
用
す
る
小
規
模
事
業
主
で
あ
る
。
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
出
身
国
差
別
禁
止
の
対
象
は
、
不
法
就
労
者
を
除
く
す
べ
て
の
者
、
す
な
わ
ち
合
衆
国
市
民
な
い
し
合
衆
国
国
籍
者
、
お
よ
び
適
法
就
労
の
外
国
人
で
あ
る
。
　
ま
た
、
第
七
編
は
国
籍
差
別
自
体
を
禁
止
し
て
は
い
な
い
の
で
、
国
籍
差
別
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
み
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
国
籍
差
別
禁
止
の
対
象
は
、
合
衆
国
市
民
な
い
し
合
衆
国
国
籍
者
お
よ
び
市
民
に
な
ろ
う
と
す
る
一
定
範
囲
の
適
法
就
労
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、「
就
労
資
格
書
類
確
認
制
度
の
濫
用
」
に
つ
い
て
は
、
雇
用
主
が
移
民
法
上
要
求
さ
れ
る
書
類
以
外
の
書
類
を
要
求
し
た
り
、
表
面
上
真
正
の
も
の
で
あ
る
書
類
の
確
認
を
拒
否
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
上
述
の
出
身
国
差
別
ま
た
は
国
籍
差
別
の
意
図
が
あ
る
場
合
は
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
と
な
る
。
第
三
節
　
ア
メ
リ
カ
労
働
法
と
移
民
政
策
　
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
労
働
法
と
移
民
政
策
の
関
係
を
検
討
す
る
が
、
具
体
的
に
は
、
労
働
法
に
お
け
る
外
国
人
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
一
　
適
法
就
労
者
の
法
的
地
位
　
ま
ず
、
適
法
就
労
者
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
労
働
法
は
、
外
国
人
か
否
か
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、「
統
合
」
の
中
核
的
要
件
で
あ
る
内
外
人
平
等
の
原
則
は
実
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
　
さ
ら
に
、
外
国
人
特
有
の
問
題
と
し
て
、
差
別
禁
止
法
の
関
係
で
は
、
外
国
人
で
あ
る
が
ゆ
え
の
差
別
（
国
籍
差
別
）
が
差
別
禁
止
法
の
禁
止
す
る
差
別
に
あ
た
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、Espinoza
v.
Farah
M
anufacturing
 
   
      
   
   
    
  
     
で
合
衆
国
最
高
裁
は
、
出
身
国
差
別
を
禁
止
す
る
第
七
編
は
国
籍
差
別
自
体
を
直
接
禁
止
し
て
い
な
い
が
、
外
国
人
に
対
す
る
差
別
が
一
定
の
要
件
の
も
と
で
出
身
国
差
別
と
し
て
違
法
と
な
り
う
る
と
判
示
し
た
。
　
次
に
、
出
身
国
差
別
を
め
ぐ
っ
て
、
外
国
語
訛
り
の
英
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
理
由
に
差
別
す
る
こ
と
が
、
出
身
国
差
別
に
あ
た
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
職
場
で
の
英
語
の
み
の
使
用
を
義
務
付
け
る
「
英
語
の
み
ル
ー
ル
」
に
つ
い
て
は
、
差
別
的
イ
ン
パ
ク
ト
法
理
の
も
と
で
出
身
国
差
別
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
き
、
最
高
裁
の
判
断
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
原
則
と
し
て
（
　
）
８９
C
o
 
 .  
五
九
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
（
早
川
）
差
別
の
成
立
を
認
め
て
い
る
も
の
の
、
枠
組
み
は
十
分
に
固
ま
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
定
の
場
合
に
「
英
語
の
み
ル
ー
ル
」
も
差
別
的
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
し
て
違
法
に
な
り
う
る
こ
と
は
大
方
の
承
認
を
得
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。（
以
下
、
次
号
に
続
く
。）
　　
＊
本
稿
は
、
筑
波
大
学
学
位
論
文
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）
を
短
縮
し
た
も
の
で
あ
る
（
最
近
の
動
向
を
踏
ま
え
、
若
干
の
加
筆
を
行
っ
た
）。
注（１
） 
外
国
人
の
入
国
・
滞
在
管
理
に
関
る
法
を
、
わ
が
国
で
は
、
一
般
に
入
管
法
と
い
う
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ほ
か
で
は
移
民
法
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
本
論
文
で
、
よ
り
普
遍
的
な
用
語
と
し
て
、
移
民
法
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
（
２
） 
清
水
洋
樹
・
米
国
移
民
法
に
お
け
る
外
国
人
の
在
留
資
格
制
度
に
関
す
る
研
究
（
法
務
研
究
報
告
書
八
五
集
一
号
）（
法
務
総
合
研
究
所
、
一
九
九
八
年
）
九−
一
〇
頁
参
照
。
入
管
法
の
随
所
に
ア
メ
リ
カ
移
民
法
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
と
く
に
、
上
陸
拒
否
事
由
、
在
留
資
格
制
度
、
退
去
強
制
事
由
お
よ
び
手
続
き
等
に
お
い
て
、
類
似
性
が
高
い
と
の
指
摘
が
あ
る
（
出
入
国
管
理
法
令
研
究
会
編
著
・
新
版
出
入
国
管
理
法
講
義
（
日
本
加
除
出
版
、
一
九
九
八
年
）
一
九
頁
）。
（
３
） 
芦
部
信
喜
著
＝
高
橋
和
之
補
訂
・
憲
法
［
第
三
版
］（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
九
一−
九
二
頁
。
（
４
） 
最
大
判
昭
和
五
三
･一
〇
･四
民
集
三
二
巻
七
号
一
二
二
三
頁
（
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
活
動
を
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
の
在
留
期
間
更
新
を
法
務
大
臣
が
拒
否
し
た
事
件
で
、
最
高
裁
は
、
外
国
人
の
人
権
の
保
障
は
在
留
制
度
の
枠
内
で
与
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
在
留
中
の
外
国
人
の
行
為
が
合
法
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
法
務
大
臣
は
更
新
拒
否
の
消
極
的
事
情
と
し
て
斟
酌
で
き
る
と
し
た
）。
（
５
） 
山
田
鐐
一
＝
黒
木
忠
正
・
わ
か
り
や
す
い
入
管
法
［
第
六
版
］（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）
三
〇
頁
参
照
。
（
６
） 
こ
れ
ら
の
在
留
資
格
の
ほ
か
に
、
入
管
特
例
法
に
定
め
る
「
特
別
永
住
者
」
（
同
法
二
条
、
三
条
）
が
あ
る
。
特
別
永
住
者
は
、
終
戦
前
か
ら
引
き
続
き
日
本
に
在
留
し
て
い
る
平
和
条
約
の
発
効
に
よ
り
日
本
国
籍
を
離
脱
し
た
者
お
よ
び
そ
の
子
孫
が
該
当
す
る
。
（
７
） 
外
国
特
有
の
特
殊
技
能
等
に
限
ら
れ
て
お
り
、
技
能
者
一
般
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
（
８
） 
そ
の
他
、
後
述
す
る
技
能
実
習
に
つ
き
、
法
務
大
臣
が
指
定
す
る
「
特
定
活
動
」
の
在
留
資
格
が
与
え
ら
れ
る
。
（
９
） 
「
留
学
」、「
就
学
」、「
家
族
滞
在
」
は
、
本
来
は
就
労
で
き
な
い
在
留
資
格
で
あ
る
が
、
資
格
外
活
動
の
許
可
を
受
け
た
う
え
で
、
一
定
限
度
の
就
労
が
可
能
で
あ
る
（
入
管
法
一
九
条
二
項
）。
（
　
） 
早
川
智
津
子
「
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
の
法
律
関
係
」
企
業
法
学
会
編
・
企
１０
業
法
学
六
巻
（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
九
七
年
）
所
収
一
三
六−
一
五
七
頁
。
（
　
） 
技
能
実
習
生
に
は
労
働
関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
る
。
労
働
大
臣
「
技
能
実
習
１１
制
度
推
進
事
業
運
営
基
本
方
針
」（
一
九
九
三
年
四
月
五
日
）
Ⅱ
九
（
四
）。
（
　
） 
構
造
改
革
特
別
区
域
法
二
五
条
に
よ
り
、「
特
定
研
究
活
動
」
に
つ
き
在
留
期
１２
間
も
五
年
が
認
め
ら
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
、
こ
の
特
例
を
全
国
的
に
実
施
す
る
入
管
法
改
正
が
な
さ
れ
た
（
同
年
一
一
月
二
四
日
施
行
。
外
国
人
教
授
に
つ
い
て
も
同
様
）。
（
　
） 
入
国
は
、
厳
密
に
は
、
外
国
人
が
わ
が
国
の
領
海
・
領
空
に
入
る
「
入
国
」
１３
と
、
領
土
に
入
る
「
上
陸
」
と
で
、
概
念
が
分
け
ら
れ
て
い
る
（
入
管
法
三
条
一
項
一
号
、
二
号
）。
（
　
） 
平
成
二
年
五
月
二
四
日
法
務
省
令
第
一
六
号
、
最
近
改
正
平
成
一
八
年
三
月
１４
六
〇
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
三
〇
日
法
務
省
令
第
二
九
号
。
（
　
） 
基
準
省
令
制
定
の
経
緯
に
つ
い
て
、
坂
中
英
徳
＝
高
宅
茂
・
改
正
入
管
法
の
解
１５
説
（
日
本
加
除
出
版
、
一
九
九
一
年
）
一
四−
一
五
頁
参
照
。
（
　
） 
黒
木
忠
正
編
・
入
管
法
・
外
登
法
用
語
事
典
（
日
本
加
除
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
１６
一
七
五−
一
七
六
頁
参
照
。
（
　
） 
「
日
本
人
が
従
事
す
る
場
合
に
受
け
る
報
酬
と
同
等
額
以
上
の
報
酬
」
と
は
、
１７
同
じ
職
種
お
よ
び
地
位
の
日
本
人
が
従
事
す
る
場
合
に
受
け
る
報
酬
と
比
較
し
て
、
同
等
額
以
上
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
坂
中
英
徳
＝
齋
藤
利
男
・
全
訂
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
逐
条
解
説
（
日
本
加
除
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
二
〇
頁
参
照
）。
な
お
、「
興
行
」
の
在
留
資
格
で
演
劇
、
演
芸
、
歌
謡
、
舞
踊
又
は
演
奏
に
従
事
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、「
月
額
二
〇
万
円
以
上
の
報
酬
」
が
契
約
に
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
（
　
） 
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
一
月
一
日
現
在
、
不
法
残
留
者
は
約
一
九
万
三
１８
千
人
で
あ
り
、
約
三
万
人
い
る
と
さ
れ
る
不
法
入
国
者
や
不
法
上
陸
者
と
合
わ
せ
る
と
約
二
二
万
人
の
不
法
滞
在
者
が
い
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
が
不
法
就
労
を
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
（
法
務
省
入
国
管
理
局
・
二
〇
〇
六
不
法
就
労
外
国
人
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
国
際
化
」）。
（
　
） 
出
入
国
管
理
法
令
研
究
会
・
前
掲
注
（
２
）
書
二
七
七−
二
七
八
頁
参
照
。
１９
（
　
） 
七
三
条
の
二
第
一
項
二
号
。
２０
（
　
） 
同
罪
の
立
法
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
入
国
管
理
局
監
修
＝
財
団
法
人
入
２１
管
協
会
編
・
図
解
入
国
・
在
留
手
続
き
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
第
二
次
改
訂
版
）（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
九
四
年
）
二
〇
四−
二
〇
七
頁
。
（
　
） 
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
六
年
六
２２
月
二
日
法
律
第
七
三
号
）。
（
　
） 
入
国
・
滞
在
と
就
労
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
型
で
は
両
者
を
２３
別
建
て
に
す
る
二
元
管
理
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
Ｅ
Ｕ
域
内
で
は
、
ロ
ー
マ
条
約
に
よ
り
お
お
む
ね
自
由
移
動
の
原
則
が
確
立
し
て
い
る
の
で
、
入
国
・
滞
在
お
よ
び
就
労
管
理
の
対
象
と
な
る
外
国
人
は
Ｅ
Ｕ
域
外
の
者
で
あ
る
（
濱
口
桂
一
郎
・
Ｅ
Ｕ
労
働
法
の
形
成
（
日
本
労
働
研
究
機
構
、
一
九
九
八
年
）
二
五
六−
二
六
六
頁
参
照
。
た
だ
し
、
新
規
加
盟
国
か
ら
の
移
動
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
）。
二
元
管
理
を
行
っ
て
い
る
国
で
は
、
労
働
許
可
の
判
断
に
あ
た
り
、
当
該
外
国
人
の
雇
用
が
国
内
労
働
市
場
に
与
え
る
影
響
を
判
断
の
基
礎
と
す
る
労
働
市
場
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
五
年
一
月
の
新
移
民
法
施
行
前
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
外
国
人
局
（A
usländerbehörde
 
   
    
    
 
）
が
入
国
・
滞
在
管
理
を
行
い
、
連
邦
雇
用
庁
（B
undesanstaltfürA
rbeit
 
         
     
 
  
）
が
労
働
許
可
制
度
に
基
づ
き
就
労
管
理
を
行
っ
て
い
た
（
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
国
際
労
働
課
「
海
外
に
お
け
る
労
働
経
済
の
動
き
」
労
働
時
報
二
〇
〇
〇
年
五
月
号
五
六−
五
七
頁
参
照
）。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
も
、
二
〇
〇
四
年
に
二
元
管
理
方
式
を
一
元
的
な
も
の
に
統
一
す
る
移
民
法
が
成
立
し
た
（
翌
年
一
月
施
行
）。
（
　
） 
入
国
審
査
官
が
行
う
上
陸
審
査
に
お
い
て
、
上
陸
時
に
「
永
住
者
」
の
在
留
２４
資
格
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
が
移
民
受
入
れ
政
策
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
の
現
れ
と
さ
れ
る
（
入
管
法
七
条
一
項
二
号
）。
坂
中
＝
齋
藤
・
前
掲
注
（
　
）
書
八
六
頁
参
照
。
１７
（
　
） 
桑
原
靖
夫
「
見
え
る
国
境
・
見
え
な
い
国
境
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
五
三
一
号
２５
一
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。
（
　
） 
西
尾
幹
二
・
労
働
鎖
国
の
す
す
め
（
光
文
社
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
。
２６
（
　
） 
雇
用
許
可
制
度
は
、
労
働
省
・
外
国
人
労
働
者
問
題
研
究
会
報
告
書
（
一
九
八
２７
八
年
三
月
二
六
日
）
で
提
案
さ
れ
、
外
国
人
労
働
者
問
題
に
関
す
る
調
査
検
討
の
た
め
の
懇
談
会
・
外
国
人
労
働
者
問
題
へ
の
対
応
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
一
九
八
八
年
一
二
月
九
日
）
も
大
枠
で
こ
れ
を
支
持
し
た
（
外
国
人
労
働
者
問
題
に
六
一
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
（
早
川
）
関
す
る
調
査
検
討
の
た
め
の
懇
談
会
は
労
働
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
）。
（
　
） 
同
上
。
雇
用
許
可
制
度
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
小
池
和
男
「
雇
用
許
可
２８
制
提
唱
の
趣
旨
」
ジ
ュ
リ
九
〇
九
号
四−
一
〇
頁
（
一
九
八
八
年
）
な
ど
。
（
　
） 
雇
用
許
可
制
度
は
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
の
研
修
後
の
実
務
２９
経
験
と
い
う
発
想
は
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
創
設
さ
れ
た
技
能
実
習
制
度
に
よ
り
、
一
定
程
度
実
現
さ
れ
た
と
い
い
う
る
。
（
　
） 
こ
れ
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
西
谷
敏
「
外
国
人
労
働
者
を
め
ぐ
る
法
政
策
３０
と
法
適
用
」
石
部
雅
亮
＝
松
本
博
之
＝
児
玉
寛
編
・
法
の
国
際
化
へ
の
道
（
信
山
社
、
一
九
九
四
年
）
所
収
一
九−
四
二
頁
参
照
。
（
　
） 
｢法
律
・
会
計
業
務
｣、「
医
療
」、「
研
究
」、「
教
育
」、「
人
文
知
識
・
国
際
業
３１
務
」、「
企
業
内
転
勤
」、「
就
学
」
等
の
在
留
資
格
が
新
設
さ
れ
た
。
（
　
） 
従
来
は
、
主
と
し
て
海
外
に
子
会
社
や
合
弁
企
業
等
の
拠
点
を
も
つ
大
企
業
３２
が
現
地
従
業
員
の
技
術
修
得
を
図
る
目
的
で
「
研
修
」
を
活
用
し
て
い
た
が
、
海
外
に
拠
点
を
も
た
な
い
中
小
企
業
で
も
、
中
小
企
業
団
体
等
を
通
じ
て
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
団
体
監
理
型
の
研
修
が
可
能
と
な
っ
た
。
早
川
・
前
掲
注
（
　
）
論
文
一
三
六−
一
五
七
頁
参
照
。
１０
（
　
） 
比
較
的
早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な
観
点
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
井
口
泰
・
外
国
３３
人
労
働
者
新
時
代
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。
（
　
） 
「
二
一
世
紀
日
本
の
構
想
」
懇
談
会
・
二
一
世
紀
日
本
の
構
想
―
日
本
の
フ
ロ
３４
ン
テ
ィ
ア
は
日
本
の
中
に
あ
る
（
二
〇
〇
〇
年
）。
（
　
） 
国
連
経
済
社
会
局
人
口
部
の
報
告
書
「
補
充
移
民
（R
eplacem
ent
 
   
   
   
３５M
igratio
 
 
 
  n  
）−
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
は
救
え
る
か
」（
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
一
日
）
で
は
、
日
本
の
労
働
力
人
口
（
一
五
歳
～
六
四
歳
）
が
一
九
九
五
年
の
八
七
二
〇
万
人
か
ら
、
二
〇
五
〇
年
に
は
五
七
一
〇
万
人
に
減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
分
を
補
充
す
る
移
民
を
受
け
入
れ
る
と
す
る
と
、
年
六
〇
． 九
万
人
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
試
算
を
行
っ
た
。
（
　
） 
外
国
人
雇
用
問
題
研
究
会
・
外
国
人
雇
用
問
題
研
究
会
報
告
書
（
二
〇
〇
二
年
３６
七
月
）。
（
　
） 
自
由
貿
易
協
定
（Free
Trade
A
greem
ent
  
  
 
   
  
  
   
：FTA
   
）
は
、
複
数
の
国
・
地
域
が
３７
関
税
な
ど
貿
易
障
壁
を
撤
廃
し
、
自
由
な
貿
易
を
実
現
す
る
た
め
の
協
定
で
あ
る
（
木
村
福
成
＝
鈴
木
厚
編
著
・
加
速
す
る
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
ジ
ェ
ト
ロ
、
二
〇
〇
三
年
）
一
九−
二
〇
頁
）。
最
近
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
経
済
連
携
協
定
（Econom
ic
Partnership
A
greem
ent
      
 
 
     
  
 
  
  
   
：EPA
   
）
と
呼
ば
れ
る
。
（
　
） 
そ
の
他
、
内
閣
府
編
・
日
本
二
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
（
国
立
印
刷
局
、
二
〇
〇
五
３８
年
）
一
八
頁
参
照
。
（
　
） 
同
提
言
で
は
、
不
法
在
留
者
を
雇
い
入
れ
、
か
つ
悪
質
で
あ
る
場
合
に
は
、
３９
官
公
需
の
受
注
や
入
札
が
停
止
さ
れ
る
な
ど
の
措
置
も
付
加
さ
れ
る
べ
き
と
提
言
し
て
い
る
。
（
　
） 
そ
の
後
、
二
〇
〇
六
年
七
月
に
、「
規
制
改
革
・
民
間
開
放
の
推
進
の
た
め
の
４０
重
点
検
討
事
項
に
関
す
る
中
間
答
申
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
（
　
） 
日
系
人
の
こ
の
よ
う
な
問
題
は
数
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
職
４１
業
安
定
局
・
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
（
二
〇
〇
四
年
）
一
一−
一
二
頁
。
海
外
交
流
審
議
会
答
申
「
変
化
す
る
世
界
に
お
け
る
領
事
改
革
と
外
国
人
問
題
へ
の
新
た
な
取
組
み
」（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
九−
一
三
頁
。
（
　
） 
こ
れ
に
対
し
、
研
修
・
技
能
実
習
制
度
は
、
研
修
・
技
能
実
習
終
了
後
は
、
帰
４２
国
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
定
住
の
問
題
は
一
般
に
は
生
じ
な
い
。
（
　
） 
地
域
社
会
の
視
点
か
ら
、
統
合
の
問
題
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
宮
島
喬
＝
４３
梶
田
孝
道
編
・
外
国
人
労
働
者
か
ら
市
民
へ
（
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。
社
会
保
障
の
観
点
か
ら
こ
の
問
題
を
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
高
藤
昭
・
外
国
人
と
社
会
保
障
法
（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。
（
　
） 
菅
野
和
夫
・
雇
用
社
会
の
法
（
有
斐
閣
、
補
訂
版
、
一
九
九
七
年
）
二
二
二
４４
六
二
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
頁
。
（
　
） 
諏
訪
康
雄
・
雇
用
と
法
（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
九
九
九
年
）
二
四
八
、
４５
二
五
一−
二
五
二
頁
。
（
　
） 
本
論
文
に
お
い
て
、
特
に
断
り
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
我
が
国
の
入
管
法
な
４６
い
し
ア
メ
リ
カ
移
民
法
上
の
就
労
資
格
を
有
す
る
外
国
人
を
適
法
就
労
者
、
そ
の
よ
う
な
就
労
資
格
を
有
し
な
い
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人
を
不
法
就
労
者
と
呼
び
、
両
者
を
併
せ
て
外
国
人
労
働
者
と
呼
ん
で
い
る
。
（
　
） 
管
理
職
の
公
務
員
に
つ
い
て
、
最
高
裁
は
、
東
京
都
が
管
理
職
選
考
試
験
の
４７
受
験
資
格
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
、
保
健
師
で
あ
る
外
国
籍
職
員
（
特
別
永
住
者
）
の
管
理
職
受
験
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
は
、
労
基
法
三
条
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
し
な
い
、
と
判
断
し
た
（
最
大
判
平
成
一
七
・
一
・
二
六
判
時
一
八
八
五
号
三
頁
）。
（
　
） 
労
基
法
三
条
が
禁
ず
る
の
は
、
採
用
後
の
労
働
条
件
等
に
係
る
差
別
で
あ
っ
４８
て
、
採
用
に
つ
い
て
は
適
用
が
な
い
と
さ
れ
る
（
三
菱
樹
脂
事
件
・
最
大
判
昭
和
四
八
・
一
二
・
一
二
民
集
二
七
巻
一
一
号
一
五
三
六
頁
参
照
）。
（
　
） 
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
（
平
成
一
八
年
六
月
二
一
日
法
律
第
七
八
号
・
施
４９
行
日
未
定
）
七
条
、
一
二
条
参
照
。
（
　
） 
「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
・
労
働
条
件
に
関
す
る
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
」（
平
５０
成
五
・
五
・
二
六
基
発
三
二
九
号
、
職
発
四
一
四
号
、
能
発
一
二
八
号
）。
同
指
針
は
、
そ
の
後
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
（
　
） 
外
国
人
労
働
者
の
判
例
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
奥
貫
妃
文
「
日
本
に
お
５１
け
る
外
国
人
労
働
者
を
め
ぐ
る
労
働
問
題
の
回
顧
と
展
望−
判
例
の
分
析
を
も
と
に
」
労
旬
一
六
二
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
六−
二
九
頁
が
あ
る
。
（
　
） 
大
阪
地
決
平
成
六
・
八
・
二
三
労
判
六
六
八
号
四
二
頁
。
５２
（
　
） 
他
方
、
ユ
ニ
ス
コ
ー
プ
事
件
・
東
京
地
判
平
成
六
・
三
・
一
一
労
判
六
六
六
号
５３
六
一
頁
は
、
在
留
の
不
許
可
を
解
除
条
件
と
す
る
期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
と
し
た
。
（
　
） 
名
古
屋
高
金
沢
支
判
平
成
一
一
・
一
一
・
一
五
判
時
一
七
〇
九
号
五
七
頁
。
５４
（
　
） 
東
京
地
決
平
成
四
・
七
・
七
判
タ
八
〇
四
号
一
三
七
頁
。
５５
（
　
） 
東
京
地
判
平
成
一
三
・
五
・
一
四
労
判
八
〇
六
号
一
八
頁
。
５６
（
　
） 
た
と
え
ば
、
鳥
井
電
器
事
件
判
決
は
、
配
転
に
応
ず
る
と
資
格
外
活
動
に
な
５７
る
の
で
配
転
命
令
は
無
効
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
（
　
） 
千
葉
地
労
委
命
令
平
成
一
一
・
八
・
二
七
不
当
労
働
行
為
事
件
命
令
集
一
一
四
５８
集
二
九
二
頁
。
（
　
） 
東
京
地
判
平
成
一
三
・
三
・
一
五
労
判
八
一
八
号
五
五
頁
。
５９
（
　
） 
東
京
地
判
平
成
一
七
・
三
・
二
九
労
判
八
九
七
号
八
一
頁
。
６０
（
　
） 
東
京
地
判
平
成
八
・
三
・
二
五
労
経
速
一
五
九
二
号
二
五
頁
。
６１
（
　
） 
前
掲
注
（
　
）
指
針
。
６２
５０
（
　
） 
小
西
國
友
＝
渡
辺
章
＝
中
嶋
士
元
也
･労
働
関
係
法
［
第
三
版
］（
有
斐
閣
、
６３
一
九
九
九
年
）
三
八−
三
九
頁
［
小
西
執
筆
部
分
］。
（
　
） 
昭
和
六
三
・
一
・
二
六
基
発
五
〇
号
、
職
発
三
一
号
。
た
だ
し
、
職
業
安
定
法
６４
に
よ
る
公
共
職
業
安
定
機
関
に
よ
る
職
業
紹
介
・
職
業
指
導
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
就
労
可
能
な
在
留
資
格
の
外
国
人
の
み
が
受
け
ら
れ
、
不
法
就
労
者
は
受
け
ら
れ
な
い
扱
い
に
な
っ
て
い
る
（
菅
野
和
夫
・
労
働
法
［
第
七
版
補
正
版
］（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
八
一−
八
二
頁
）。
（
　
） 
な
お
、
労
働
省
（
当
時
）
は
、
重
大
な
違
反
が
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て
、
６５
入
管
当
局
へ
の
通
報
を
行
わ
な
い
と
し
た
通
達
を
発
し
て
い
る
（
平
成
元
・
一
〇
・
三
一
基
監
発
四
一
号
）。
（
　
） 
下
井
隆
史
・
労
働
基
準
法
（
日
本
労
働
研
究
機
構
、
一
九
九
九
年
）
一
三−
一
６６
四
頁
な
ど
。
（
　
） 
花
見
忠
＝
桑
原
靖
夫
編
・
外
国
人
労
働
者
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
三
６７
年
）
九
七
頁
〔
梅
谷
俊
一
郎
執
筆
部
分
〕
参
照
。
六
三
外
国
人
労
働
者
の
法
的
地
位
（
早
川
）
（
　
） 
労
務
行
政
研
究
所
編
・
新
版
雇
用
保
険
法
（
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
）（
労
務
行
６８
政
、
二
〇
〇
四
年
）
二
九
八
頁
。
（
　
） 
菅
野
・
前
掲
注
（
　
）
書
八
二
頁
参
照
。
６９
６４
（
　
） 
小
西
他
・
前
掲
注
（
　
）
書
三
八
頁
［
小
西
執
筆
部
分
］。
７０
６３
（
　
） 
東
京
地
判
平
成
三
・
四
・
二
六
判
時
一
四
〇
九
号
八
四
頁
（
資
格
外
就
労
の
許
７１
可
が
出
さ
れ
た
場
合
の
制
限
時
間
を
超
え
て
就
労
し
て
い
た
中
国
籍
就
学
生
に
つ
き
、
交
通
事
故
に
よ
る
休
業
損
害
を
認
め
た
）。
（
　
） 
最
三
小
判
平
成
九
・
一
・
二
八
民
集
五
一
巻
一
号
七
八
頁
。
本
判
決
の
判
例
評
７２
釈
と
し
て
、
奥
田
安
弘
・
判
批
・
ジ
ュ
リ
一
一
三
一
号
一
三
七−
一
四
〇
頁
（
一
九
九
八
年
）、
窪
田
充
見
・
判
批
・
法
教
二
〇
四
号
一
三
〇−
一
三
一
頁
（
一
九
九
七
年
）、
山
川
隆
一
・
判
批
・
ジ
ュ
リ
臨
増
一
一
三
五
号
［
平
成
九
年
度
重
要
判
例
解
説
］
二
九
七−
二
九
八
頁
（
一
九
九
八
年
）、
川
神
裕
・
判
批
・
曹
時
五
二
巻
二
号
二
二
五−
二
六
六
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）、
米
津
孝
司
・
判
批
・
法
時
七
〇
巻
三
号
一
二
五−
一
二
八
頁
（
一
九
九
八
年
）
等
多
数
あ
る
。
（
　
） 
山
川
隆
一
「
国
際
化
す
る
労
働
関
係
の
法
的
課
題
」
岩
村
正
彦
他
編
・
岩
波
講
７３
座
現
代
の
法
一
二
・
職
業
生
活
と
法
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
所
収
一
九
四−
一
九
五
頁
。
（
　
） 
改
進
社
事
件
最
高
裁
判
決
以
前
に
同
旨
の
指
摘
を
し
た
も
の
と
し
て
、
藤
村
７４
和
夫
「
外
国
人
不
法
就
労
者
の
損
害
賠
償
」
同
・
交
通
事
故
賠
償
理
論
の
新
展
開
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
八
年
）
所
収
二
四
六−
二
四
七
頁
参
照
。
（
　
） 
浦
和
地
判
平
成
九
・
七
・
二
判
タ
九
五
九
号
二
一
三
頁
（
交
通
事
故
死
し
た
中
７５
国
人
（
就
労
資
格
の
有
無
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
。）
に
つ
き
、
日
本
で
の
就
労
可
能
期
間
を
二
年
と
認
定
し
た
。）
な
ど
。
（
　
） 
本
判
決
の
い
う
規
範
的
要
素
の
解
釈
を
め
ぐ
る
混
乱
に
つ
い
て
は
、
山
川
・
前
７６
掲
注
（
　
）
評
釈
二
九
七−
二
九
八
頁
参
照
。
す
な
わ
ち
、
被
災
労
働
者
保
護
７２
の
要
素
を
規
範
的
要
素
と
読
む
立
場
（
水
野
勝
・
判
批
・
労
判
七
一
七
号
七−
一
三
頁
（
一
九
九
七
年
）、
野
川
忍
・
判
批
・
ジ
ュ
リ
一
一
二
三
号
一
五
三−
一
五
六
頁
（
一
九
九
七
年
））
と
、
入
管
法
違
反
ゆ
え
に
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
規
範
的
要
素
と
読
む
立
場
が
み
ら
れ
る
（
川
神
裕
・
判
批
・
ジ
ュ
リ
一
一
一
七
号
一
七
七−
一
八
〇
頁
（
一
九
九
七
年
）、
窪
田
・
前
掲
注
（
　
）
評
釈
一
三
〇−
一
７２
三
一
頁
）。
（
　
） 
早
川
智
津
子
「
ア
メ
リ
カ
労
働
法
に
お
け
る
外
国
人
不
法
就
労
者
の
法
的
地
７７
位
」
法
学
政
治
学
論
究
四
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
五−
五
九
頁
、
同
「
ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
労
働
証
明
制
度
」
企
業
法
学
会
編
・
企
業
法
学
九
巻
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
二
年
）
二
〇
五−
二
三
八
頁
、
同
「
外
国
人
不
法
就
労
者
に
対
す
る
バ
ッ
ク
ペ
イ
命
令
の
可
否H
offm
an
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C
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」
労
旬
一
五
四
三
＝
四
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
八
四
−
八
七
頁
、
同
「
ア
メ
リ
カ
移
民
法
に
お
け
る
不
法
就
労
問
題
へ
の
対
応
策
―
雇
用
主
処
罰
と
移
民
関
連
不
当
雇
用
行
為
を
中
心
に
―
」
筑
波
法
政
三
五
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
四
五−
一
七
七
頁
参
照
。
（
　
） 
芦
部
＝
高
橋
・
前
掲
注
（
３
）
書
九
一−
九
二
頁
。
７８
（
　
） 
こ
の
よ
う
な
「
統
合
」
の
理
念
は
、「
同
化
」
と
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
こ
７９
の
点
に
つ
い
て
、
外
国
人
の
「
統
合
」
や
「
社
会
的
統
合
」
と
い
う
用
語
に
対
し
て
は
、
外
国
人
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
否
定
す
る
「
同
化
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
避
け
る
た
め
、「
共
生
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
論
文
で
使
う
「
統
合
」
は
、
も
と
よ
り
そ
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。
（
　
） 
「
統
合
」
が
人
権
の
観
点
か
ら
の
要
請
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
選
択
」
は
国
８０
家
の
主
権
の
観
点
か
ら
の
要
請
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
両
者
の
調
整
は
、
究
極
的
に
は
、
人
権
と
主
権
の
調
整
の
問
題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
（
　
） 
一
九
七
六
年
一
月
三
日
発
効
。
日
本
は
一
九
七
九
年
六
月
二
一
日
に
批
准
、
８１
一
九
七
九
年
九
月
二
一
日
発
効
。
Ａ
規
約
に
つ
い
て
、
合
衆
国
は
署
名
し
て
い
六
四
筑
波
法
政
第
四
十
一
号
（
二
〇
〇
六
）
る
が
、
批
准
し
て
い
な
い
。
（
　
） 
外
務
省
大
臣
官
房
国
内
広
報
課
・
世
界
人
権
宣
言
と
国
際
人
権
規
約
（
一
九
九
８２
八
年
）
六
頁
。
（
　
） 
そ
の
後
、
国
連
は
一
九
九
〇
年
一
二
月
一
八
日
に
「
す
べ
て
の
移
住
労
働
者
８３
と
そ
の
家
族
の
権
利
保
護
に
関
す
る
国
際
条
約
」
を
採
択
し
た
が
、
そ
の
中
の
第
四
部
（
三
六
条
～
五
六
条
）
が
、
適
法
に
滞
在
・
就
労
し
て
い
る
者
と
そ
の
家
族
に
つ
い
て
の
権
利
を
定
め
る
一
方
、
第
三
部
（
八
条
～
三
三
条
）
の
権
利
は
、
す
べ
て
の
外
国
人
労
働
者
と
そ
の
家
族
に
つ
い
て
、
そ
の
滞
在
や
就
労
が
適
法
か
不
法
か
を
問
わ
ず
保
障
さ
れ
る
と
定
め
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
強
制
労
働
の
禁
止
、
安
全
、
財
産
の
保
障
な
ど
が
最
低
認
め
ら
れ
る
べ
き
基
本
的
人
権
と
し
て
内
国
民
と
平
等
に
保
障
さ
れ
る
と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
同
条
約
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
効
し
て
い
な
い
（
わ
が
国
も
こ
れ
を
批
准
し
て
い
な
い
）。
（
　
） 
一
九
六
九
年
一
月
四
日
発
効
。
日
本
は
一
九
九
五
年
一
二
月
一
五
日
加
入
、
８４
一
九
九
六
年
一
月
一
四
日
発
効
。
合
衆
国
は
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
二
一
日
批
准
。
（
　
） 
花
見
忠
・
労
働
政
策
（
日
本
労
働
研
究
機
構
＝
日
本
労
使
関
係
研
究
協
会
、
二
８５
〇
〇
二
年
）
一
六
六
、
一
七
二
頁
は
、
外
国
人
労
働
者
を
社
会
へ
の
定
着
な
ど
広
範
な
政
策
配
慮
の
対
象
と
す
べ
き
と
し
、
そ
こ
で
の
国
家
の
負
う
国
際
法
上
の
義
務
は
、
基
本
的
に
は
自
国
民
と
の
平
等
待
遇
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
（
　
） 
現
在
、
合
衆
国
で
は
移
民
法
改
正
の
動
き
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
８６
改
め
て
検
討
し
た
い
。
（
　
） 
二
〇
〇
二
年
国
土
安
全
保
障
法
（
Ｈ
Ｓ
Ａ
）
に
よ
る
機
構
改
革
に
よ
り
、 
８７
Ｉ
Ｎ
Ａ
に
関
す
る
司
法
長
官
の
権
限
の
多
く
は
国
土
安
全
保
障
長
官
に
移
り
、
司
法
省
内
に
あ
っ
た
移
民
帰
化
局
（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
）
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
一
日
よ
り
国
土
安
全
保
障
省
へ
移
管
・
解
体
さ
れ
、
入
国
審
査
・
国
境
警
備
は
、
同
省
の
税
関
及
び
国
境
警
備
局
（
Ｃ
Ｂ
Ｐ
）
が
、
雇
用
主
処
罰
制
度
の
執
行
を
含
む
国
内
で
の
調
査
と
法
の
執
行
は
、
移
民
及
び
関
税
執
行
局
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
の
市
民
権
お
よ
び
移
民
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
権
能
（
移
民
ビ
ザ
、
帰
化
、
難
民
等
に
係
る
審
査
な
ど
）
は
、
市
民
権
及
び
移
民
サ
ー
ビ
ス
局
（
Ｂ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
と
も
い
う
。））
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
（
　
） 
井
口
泰
・
国
際
的
な
人
の
移
動
と
労
働
市
場
（
日
本
労
働
研
究
機
構
、
一
九
九
８８
七
年
）
二
二
六
頁
、
同
・
前
掲
注
（
　
）
書
九
四
頁
参
照
。
３３
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